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令和元年
No.314

立憲民主党の枝野代表とやり合う安倍首相

与
党
現
有
議
席
を
堅
持
出
来
る
か

令和初の参議院通常選挙
自民、安倍首相の外交経済成果を強調

令和初の参議院通常選挙
自民、安倍首相の外交経済成果を強調

第
198
通
常
国
会
も
終
わ
っ
た
。
今
国
会
は
、
地
方
統
一
選
挙
が
期
間
中
に

執
行
さ
れ
、
大
き
な
与
野
党
対
決
の
政
治
課
題
も
な
く
、
比
較
的
穏
や
か
な

国
会
で
あ
っ
た
。
一
時
は
衆
参
同
時
選
挙
が
取
り
ざ
た
さ
れ
た
が
、
そ
れ
も

な
く
な
り
、
い
よ
い
よ
参
議
院
選
挙
に
突
入
で
あ
る
。
自
民
党
は
選
挙
区
に

49
名
、
比
例
区
に
33
名
を
公
認
し
た
。
野
党
は
大
多
数
の
一
人
区
に
統
一
候

補
を
擁
立
、
自
公
候
補
と
激
し
い
戦
い
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
自
民
党
は
6

月
中
旬
の
安
倍
首
相
の
イ
ラ
ン
訪
問
、
下
旬
の
Ｇ
20
で
の
大
き
な
外
交
成

果
を
強
調
す
る
と
共
に
、
我
国
の
外
交
安
全
保
障
の
強
化
、
経
済
の
活
性

化
、
地
方
創
生
、
人
生
100
年
時
代
の
社
会
保
障
の
充
実
、
教
育
の
支
援
な
ど

の
政
策
を
訴
え
る
。
野
党
は
こ
れ
と
言
っ
た
目
新
し
い
政
策
も
な
く
、
安
倍

内
閣
の
批
判
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
日
本
の
政
治
を
託
す
の
は
、
自
、
公
政

権
か
、
そ
れ
と
も
野
党
か
。
賢
明
な
国
民
は
、
的
確
な
判
断
を
下
す
で
あ
ろ

う
。

6月 号

令
和
の
時
代
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
自
民
党
で

は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
リ
ー
ド
す
る
若
い
世
代
に

向
け
て
、
様
々
な
形
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
参
り

ま
す
が
、
こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
世
界
的
ク
リ
エ
イ
タ
ー
・

天
野
喜
孝
氏
が
描
き
下
ろ
し
た
も
の
で
、
新
し
い
時

代
に
、
新
し
い
挑
戦
へ
と
向
き
合
う
自
由
民
主
党
の

政
治
家
の
覚
悟
を
、
躍
動
感
と
と
も
に
表
現
し
て
お

り
ま
す
。

自
民
党
の

　
　
新
し
い
侍
ポ
ス
タ
ー

従
来
に
な
い
斬
新
な
発
想
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自
民
党
の
政
策
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

6
つ
の
重
要
政
策
を
強
調
し
国
民
に
訴
え
る

京
滋
参
議
院
議
員
が

　
　
　
　
　
質
問
に
立
つ

3
人
各
自
の
得
意
分
野
で
持
論
展
開

自
民
党
は
夏
の
参
議
院
選
に
向
け
て
公
約
作

り
を
進
め
て
い
た
が
、
地
方
の
声
、
党
の
各
部

会
で
の
意
見
を
集
約
し
て
、
公
約
を
取
り
ま
と

め
た
。
6
項
目
の
主
な
公
約
の
柱
は
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

①
力
強
い
外
交
・
防
衛
で
、
国
益
を
守
る

②
強
い
経
済
で
所
得
を
増
や
す

③�

誰
も
が
安
心
、
活
躍
で
き
る
人
生
100
年
社
会

を
つ
く
る

④
最
先
端
を
い
く
元
気
な
地
方
を
つ
く
る

⑤
災
害
か
ら
命
・
暮
ら
し
を
守
る

⑥
憲
法
改
正
を
目
指
す

総
務
委
員
会
に
所
属
す
る
二
ノ
湯
智
議
員

は
、
5
月
28
日
に
、「
電
波
法
の
改
正
法
」
の

質
問
を
し
た
。
一
般
の
地
方
行
政
と
違
っ
て
、

電
波
関
係
の
質
問
は
な
か
な
か
難
し
い
。

〈
質
問
要
旨
〉

来
年
3
月
頃
か
ら
始
ま
る
東
京
オ
リ
パ
ラ
の

聖
火
リ
レ
ー
の
模
様
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
番
組
が
常
時
同
時

配
信
に
よ
っ
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
見
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
。
多
く
の
国
民
が
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
ム
ー
ド
が
盛
り
上
が
る
こ
と
を
期
待

す
る
。

決
算
委
員
会
の
筆
頭
理
事
を
務
め
る
西
田
昌

司
議
員
は
、
4
月
4
日
に
引
き
続
い
て
、
6
月

3
日
の
準
総
括
の
委
員
会
で
再
度
、
質
問
に
立
っ

た
。
参
議
院
有
数
の
論
客
で
あ
る
西
田
議
員
、

い
つ
も
な
が
ら
歯
切
れ
の
良
い
声
で
、
日
頃
の
自

説
を
展
開
し
た
。

〈
質
問
要
旨
〉

財
政
出
動
を
し
て
、
景
気
回
復
を
す
る
必
要

が
あ
る
。
景
気
が
落
ち
込
ん
で
い
る
時
に
、
消

費
税
を
上
げ
る
こ
と
は
、
消
費
が
落
ち
込
み
、 二ノ湯智委員（総務委員会）

二之湯武史委員（決算委員会）

一
層
景
気
を
悪
化
さ
せ
る
。
こ
う
い
う
景
気
状

況
を
考
え
る
時
、
消
費
税
を
一
時
凍
結
す
る
べ

き
だ
と
思
う
。

6
月
10
日
の
決
算
委
員
会
は
総
括
質
疑
で
、

安
倍
総
理
以
下
全
閣
僚
が
出
席
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ

レ
ビ
中
継
も
あ
り
、
議
員
と
し
て
は
、
晴
れ
の

舞
台
で
あ
る
。
二
之
湯
武
史
議
員（
滋
賀
選
挙

区
）は
、
今
回
改
選
期
を
迎
え
る
た
め
、
関
係

者
の
配
慮
で
、
質
問
席
に
立
っ
た
。
京
都
、
滋

賀
の
議
員
が
、
同
時
期
に
質
問
に
立
つ
こ
と

は
、
非
常
に
珍
し
い
こ
と
で
あ
る
。

〈
質
問
要
旨
〉

弱
肉
強
食
、
強
い
者
勝
ち
の
新
自
由
主
義
の

論
理
を
止
め
、
従
業
員
へ
の
給
料
の
ア
ッ
プ
、

取
引
先
、
下
請
へ
の
単
価
の
向
上
、
ま
た
株
主

の
配
当
、
地
域
へ
の
様
々
な
活
動
へ
の
寄
附
を

す
る
企
業
経
営
に
し
て
、
多
く
の
人
が
景
気
回

復
の
実
感
を
持
て
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。 西田昌司委員（決算委員会）

恒 心
が
必
要
に
な
る
と
金
融
庁
審
議
会
が
報
告
書

を
ま
と
め
た
。
そ
れ
が
、
批
判
の
対
象
に

★
現
在
、
夫
65
才
、
妻
60
才
の

無
職
夫
婦
が
95
才
ま
で
長
生
き

す
る
と
し
た
ら
、
今
の
年
金
で

は
、
毎
月
5
万
ほ
ど
不
足
す
る

の
で
、
30
年
間
で
2
千
万
の
金

な
っ
て
い
る
。
野
党
は
、
100
年
安
心
年
金
の

破
綻
で
あ
る
と
、
鬼
の
首
を
取
っ
た
よ
う

に
、
安
倍
内
閣
を
追
及
し
て
い
る
★
果
た
し

て
日
本
の
年
金
制
度
は
破
綻
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
い
。
年
金
の
支
給
額

は
退
職
時
の
所
得
50
％
の
所
得
代
替
率
は
維

持
出
来
て
い
る
。
現
役
時
代
の
半
分
の
収
入

と
な
る
。
こ
と
さ
ら
、
不
安
を
煽
り
絶
て
る

こ
と
は
い
か
が
な
も
の
か
と
思
う
。
★
大
多

数
の
退
職
し
た
年
金
受
給
者
は
、
あ
る
程
度

年
金
に
見
合
っ
た
生
活
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
健
康
さ
え
許
せ
ば
職
に
就
い
て
、

副
収
入
を
得
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
が
現
在

の
高
齢
者
の
生
活
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
し
か

し
、
思
い
が
け
な
い
出
費
が
必
要
な
時
も
あ

る
。
★
従
っ
て
無
利
子
に
近
い
銀
行
貯
金
で

は
な
く
、
少
し
有
利
な
投
資
を
し
た
ら
と
い

う
の
が
、
報
告
書
の
お
お
よ
そ
の
中
身
で
あ

る
。
あ
る
人
は
、
政
府
が
責
任
を
持
っ
て
、

生
活
で
き
る
年
金
額
を
保
障
す
る
べ
き
だ
と

声
高
に
主
張
す
る
。
そ
の
財
源
は
、
ど
う
す

る
の
か
。
増
税
を
し
て
、
社
会
保
障
に
充
て

る
の
は
反
対
。
自
衛
隊
の
装
備
を
縮
小
し
て

社
会
保
障
の
費
用
を
捻
出
し
ろ
と
迫
る
政
党

が
あ
る
。
で
は
、
日
本
の
安
全
保
障
は
ど

う
す
る
の
か
。
★
長
寿
化
す
る
日
本
社
会
、

益
々
高
齢
者
が
増
え
続
け
る
。
持
続
可
能
な

社
会
保
障
制
度
を
維
持
す
る
に
は
ど
う
し
た

ら
良
い
の
か
。
批
判
も
い
い
が
、
や
は
り

し
っ
か
り
し
た
対
案
を
示
す
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。
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府
議
会
議
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田
中
氏 

副
議
長
二
之
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氏

正
副
と
も
に
自
民
党
が
占
め
る








































4
月
6
日
の
知
事
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
る
3
選
挙
区

の
予
定
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
た
。

議長選出後、就任挨拶する山本議長

自
民
党
都
道
府
県
支
部
連
合
会
の
幹
事
長
会

議
が
、
6
月
17
日
、
自
民
党
本
部
で
開
か
れ
た
。

参
議
院
選
挙
を
間
近
に
控
え
、
安
倍
総
裁
を

は
じ
め
、
党
4
役
も
出
席
、
緊
張
し
た
雰
囲
気

で
あ
っ
た
。
先
ず
冒
頭
、
安
倍
総
裁
が
「
経
済

を
成
長
さ
せ
、
年
金
の
財
政
基
盤
は
確
か
な
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
政
治
を
前
に
進
め
て
い
く

に
は
政
治
の
安
定
が
不
可
欠
。
ま
な
じ
り
を
決

し
て
参
院
選
に
取
組
ん
で
い
く
」
と
力
強
く
挨

拶
し
た
。
続
い
て
、
二
階
幹
事
長
が
「
選
挙
に

勝
た
な
く
て
は
何
に
も
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
の

選
挙
区
に
お
い
て
も
大
き
な
成
果
が
あ
げ
ら
れ

る
よ
う
に
期
待
す
る
」
と
参
加
者
に
訴
え
た
。

加
藤
総
務
会
長
は
「
来
週
に
は
Ｇ
20
が
あ
る
。

先
進
国
を
見
て
も
、
こ
れ
だ
け
政
治
基
盤
が
安

定
し
て
い
る
国
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

総
力
を
結
集
し
、
国
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え

て
い
き
た
い
。」
と
政
治
の
安
定
が
い
か
に
重

要
か
を
強
調
し
た
。
橋
本
参
議
院
議
員
会
長

は
「
亥
年
の
統
一
選
を
勝
ち
抜
き
、
盤
石
の
態

勢
で
参
院
選
に
臨
ん
で
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上

げ
る
。
厳
し
い
選
挙
だ
か
ら
こ
そ
、
ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
い
き
た
い
。」
と
参
議
院

選
挙
で
の
、
地
方
議
員
の
働
き
に
期
待
を
寄
せ

た
。
甘
利
選
対
委
員
長
は
、「
参
院
選
の
日
程

に
つ
い
て
は
、
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
7

月
4
日
公
示
、
7
月
21
日
の
日
程
で
、
選
挙
の

準
備
を
進
め
て
欲
し
い
」
と
要
望
し
た
。
そ
の

後
、
質
疑
応
答
に
入
り
、
各
都
道
府
県
か
ら

色
々
な
発
言
が
あ
っ
た
。

○
来
年
、
東
京
オ
リ
パ
ラ
が
控
え
て
い
る
の
で
、

党
と
し
て
オ
リ
パ
ラ
支
援
を
願
い
た
い
。
オ
リ

パ
ラ
の
開
催
前
に
、
都
知
事
選
挙
が
行
わ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。
都
連
と
し
て
も
参
院
選
前
に

候
補
者
の
選
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
い
。�

（
東
京
都
連
）

○
イ
ー
ジ
ス
ア
シ
ョ
ア
を
巡
る
対
応
に
つ
い
て
、

県
民
は
怒
っ
て
い
る
。
防
衛
省
は
猛
省
す
る
べ

き
で
あ
り
、
東
京
か
ら
選
挙
の
マ
イ
ナ
ス
に
な

る
よ
う
な
こ
と
は
避
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
秋
田
県
連
）

○
県
知
事
選
を
踏
ま
え
た
意
見
書
を
党
本
部
に

提
出
し
て
い
る
。
こ
れ
へ
の
返
答
が
な
い
の
で
、

丁
寧
な
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。�
（
福
岡
県
連
）

○
大
阪
府
議
会
で
は
、
維
新
が
過
半
数
を
占
め

て
お
り
、
勢
い
を
強
く
感
じ
る
。
府
連
と
し
て

も
維
新
の
強
さ
を
警
戒
し
て
お
り
、
党
と
し
て

の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。�

（
大
阪
府
連
）

○
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら

地
方
選
挙
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
も
含
め
て
統

一
地
方
選
だ
と
い
う
こ
と
で
支
援
を
願
い
た
い
。

女
性
層
の
選
挙
へ
の
関
心
が
低
い
と
感
じ
て
い

る
。
例
え
ば
児
童
虐
待
対
策
な
ど
で
関
心
を
喚

起
し
て
は
ど
う
か
。�

（
宮
城
県
連
）

○
参
院
選
の
日
程
を
早
く
伝
え
て
欲
し
い
。

�

（
熊
本
県
連
）

統
一
選
後
の
地
方
議
会
は
、
先
ず
議
長
を
選

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
5
月
24
日
、
初
の

京
都
府
議
会
で
、
田
中
英
夫
氏（
75
・
亀
岡
市
）

が
第
81
代
府
議
会
議
長
に
選
出
さ
れ
た
。
二
之

湯
真
士
氏（
40
・
右
京
区
）は
第
72
代
副
議
長
に

選
ば
れ
た
。
議
長
、
副
議
長
と
も
自
民
党
が
独

占
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

5
月
16
日
、
京
都
市
会
が
開
催
さ
れ
、
山
本

恵
一
氏（
65
・
北
区
）を
第
84
代
議
長
に
選
出
し

た
。
山
本
氏
は
昭
和
28
年
生
ま
れ
。
紫
野
高

校
、
関
西
学
院
大
学
卒
。
平
成
19
年
4
月
に
初

当
選
、
現
在
4
期
目
。
地
元
で
農
業
に
従
事
す

る
か
た
わ
ら
消
防
団
、
Ｊ
Ａ
な
ど
の
地
域
活
動

に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
温
厚
で
、
人
柄

も
よ
く
、
市
会
各
派
の
意
見
に
十
分
耳
を
傾

け
、
公
平
、
公
正
な
議
会
運
営
に
努
め
、
議
会

の
権
威
を
高
め
る
こ
と
に
力
を
発
揮
し
て
も
ら

い
た
い
。

主
な
意
見
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

参
議
院
選
挙
で
の
必
勝
を
確
認

全
国
幹
事
長
会
議

京
都
市
会
議
長
に
山
本
氏

昭
和
19
年
生
ま
れ
。
洛
星
高
校
、
京
大
経
済
学

部
卒
。
亀
岡
青
年
会
議
所
理
事
長
、
亀
岡
市
助

役
、
亀
岡
市
長
、
衆
議
院
議
員
を
経
て
、
平
成

3
年
に
府
会
初
当
選
。
現
在
6
期
目
。

田
中
英
夫
氏

昭
和
54
年
生
ま
れ
。
山
城
高
校
、
早
稲
田
大
学

文
学
部
卒
。
二
之
湯
智
参
議
院
議
員
秘
書
を
経

て
、
平
成
19
年
4
月
、
京
都
府
議
会
議
員
に
初

当
選
。
現
在
4
期
目
。

二
之
湯
真
士
氏
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都
道
府
県
議
長
会
会
長
に
田
中
氏

地
方
創
生
に
手
腕
を
期
待

就任挨拶をする田中英夫会長

一
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
日
本
訪
問
は
大
成
功

だ
っ
た
。
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
大
相
撲

の
観
戦
だ
っ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
視
聴
率
は

26
・
3
％
に
な
っ
た
。
大
統
領
も
日
本
の
伝
統

文
化
と
い
う
べ
き
大
相
撲
を
体
験
し
て
さ
ぞ
満

足
し
た
に
違
い
な
い
。

一
、
中
央
官
庁
で
最
高
位
ま
で
務
め
上
げ
た
人

が
息
子
を
刺
し
殺
し
た
。
衝
撃
的
な
事
件
で
あ

る
。
何
不
自
由
な
い
家
庭
で
育
ち
、
都
内
で
も

有
数
の
進
学
校
に
進
学
し
た
。
そ
の
後
、
何
が

子
供
の
人
生
を
狂
わ
せ
た
の
か
。
本
当
に
子
育

て
は
難
し
い
。

一
、一
方
、
元
通
産
省
工
業
技
術
院
長
が
、
運

転
す
る
車
で
、
母
親
と
娘
を
死
亡
さ
せ
た
。
87

歳
で
運
転
す
る
と
は
危
険
で
あ
り
、
無
謀
で
あ

る
。
こ
の
人
の
過
去
の
輝
か
し
い
栄
光
も
吹
っ

飛
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
か
け
が
い
の
な

い
2
人
の
命
は
返
っ
て
こ
な
い
。

一
、
上
皇
ご
夫
妻
が
、
先
祖
の
墓
に
、
退
位
の

報
告
を
す
る
為
に
、
京
都
に
来
ら
れ
た
。
今
回

は
、
公
式
で
は
な
く
、
私
的
な
訪
問
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
京
都
駅
、
沿
道
で
も
多
く
の

人
が
歓
迎
し
た
。
お
2
人
の
人
気
は
依
然
と
し

て
高
い
。

一
、
秋
田
県
の
自
衛
隊
演
習
場
に
イ
ー
ジ
ス
ア

シ
ョ
ア
を
配
備
す
る
た
め
に
、
自
衛
隊
が
説
明

会
を
開
き
、
住
民
に
理
解
を
求
め
た
。
そ
の
席

上
、
自
衛
隊
幹
部
の
1
人
が
居
眠
り
を
し
て
し

ま
っ
た
。
緊
張
感
が
足
り
な
い
と
、
地
元
住
民

は
怒
り
心
頭
、
当
然
で
あ
る
。

一
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
で
日
本
船
籍
の
タ
ン
カ
ー

が
何
者
か
に
攻
撃
さ
れ
た
。
日
本
は
中
東
の
石

油
に
大
部
分
を
頼
っ
て
い
る
。
日
本
の
船
は
安

全
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
が
、
改
め
て
国
際
情

勢
の
厳
し
さ
を
知
っ
た
。
日
本
の
安
全
保
障
を

真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
大
阪
吹
田
の
千
里
山
交
番
所
で
、
警
官
を

包
丁
で
刺
し
、
拳
銃
を
奪
っ
て
逃
亡
し
た
犯
人

が
、
逮
捕
さ
れ
た
。
世
界
の
首
脳
が
集
ま
る
Ｇ

20
を
月
末
に
控
え
て
の
事
件
だ
け
に
、
警
察
の

面
目
に
掛
け
て
犯
人
を
探
し
出
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
早
く
解
決
出
来
て
良
か
っ
た
。

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動をご
支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張に
ご賛同いただき、ご入会下さいますようお
願い申し上げます。

新政経懇話会
年会費　1口1万円

入会申込・お問い合わせ先
二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

執
行
部
側
の
全
国
知
事
会
、
全
国
市
長
会
、

全
国
町
村
会
、
議
会
側
の
全
国
都
道
府
県
議
会

議
長
会
、
全
国
市
議
会
議
長
会
、
全
国
町
村
議

会
議
長
会
は
、
地
方
6
団
体
と
言
い
、
地
方
の

意
見
を
政
府
に
届
け
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
。
政
府
も
6
団
体
の
声
を
無
視
出
来
な

い
。
田
中
英
夫
府
議
会
議
長
は
6
月
20
日
に
開

か
れ
た
全
国
都
道
府
県
議
長
会
総
会
で
、
会
長

に
選
ば
れ
た
。
京
都
府
議
会
議
長
で
、
全
国
の

会
長
を
経
験
し
た
議
長
は
、
第
52
代
小
牧
誠

一
郎
氏（
中
郡
熊
野
郡
）、
第
62
代
家
元
丈
夫
氏

（
福
知
山
市
）の
2
人
だ
け
で
あ
る
。
田
中
氏
は

亀
岡
市
助
役
・
市
長
と
し
て
、
地
方
行
政
の
経

験
も
あ
り
、
ま
た
衆
議
院
議
員
と
し
て
国
政
も

良
く
知
っ
て
お
り
、
地
方
創
生
が
大
き
な
政
治

課
題
と
な
っ
て
い
る
現
在
、
適
任
の
会
長
で
あ

る
。
会
長
の
任
期
は
、
以
前
は
1
年
間
だ
け
で

あ
っ
た
が
、
前
任
者
か
ら
2
年
間
と
な
っ
た
。

毎
年
夏
、
京
都
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
ホ
テ
ル

で
開
催
し
て
い
た
「
夏
ま
つ
り
」
は
、
参

議
院
選
挙
と
日
程
が
重
な
り
、
止
む
を
得

ず
今
年
は
中
止
と
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
気
楽
に
こ
ど
も
、
孫
を
連
れ
て

参
加
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
、
多
く
の
人

が
心
待
ち
に
し
て
下
さ
い
ま
す
。
誠
に
残

念
で
す
が
、ご
了
解
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

恒
例
の
夏
ま
つ
り

        
今
年
は
開
催
せ
ず

参
院
選
と
日
程
が
重
な
る

二之湯武史
選挙事務所が開設

場所・草津市野村2丁目10-21
（旧サラダ館）

TEL：077-574-8014
FAX：077-574-8017

JR草津駅に近接
滋賀県選挙区の二之湯武史候補予定者
の事務所開きが、約200人が参加して、
6月 8日に行われた。県庁所在地以外に
選挙事務所を構えるのは珍しい。事務所
はJR草津駅西口から、徒歩10分ほどの
距離である。

N
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 JR草津駅

二ノ湯たけし
選挙事務所

県道42号


